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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　予定時刻に従って配信される番組コンテンツに対する操作を支援する情報処理装置であ
って、
　番組コンテンツに関する情報を管理する番組情報管理手段と、
　ユーザが再生中又は視聴中の番組コンテンツ、あるいは所定の番組表から選択した番組
コンテンツを基点番組に設定する基点番組設定手段と、
　すべての番組状態の番組情報を検索して基点番組と関連する番組を抽出し、該抽出され
た関連番組からなる基点番組関連情報ページを生成する基点番組関連情報生成手段と、
　前記基点番組関連情報ページ上で関連番組が選択されたことに応答して、該関連番組に
ついて番組状態に応じて適用可能な操作方法を含んだ詳細操作画面を提示する詳細操作画
面提示手段と、
を具備することを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記基点番組関連情報生成手段は、前記設定された基点番組の番組ＩＤから関連する番
組を抽出して基点番組関連情報ページを生成する、
ことを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記基点番組関連情報生成手段は、少なくとも前記基点番組が設定されたときの放送日
と放送時点の時刻、放送局を示す情報から関連する番組を抽出して起点番組関連情報ペー
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ジを生成する、
ことを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記番組情報管理手段は、番組との関連度が割り当てられている複数の項目からなる番
組情報を管理し、
　前記基点番組関連情報生成手段は、基点番組との関連度に基づいて項目毎に基点番組と
関連する番組を検索し、該検索結果を配置して基点番組関連情報ページを生成する、
ことを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記基点番組関連情報生成手段は、該検索結果を基点番組との関連度の強い項目の順に
関連番組を配置して基点番組関連情報ページを生成する、
ことを特徴とする請求項４に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　番組コンテンツを受信する受信手段と、受信した番組コンテンツを録画／録画予約する
録画手段をさらに備え、
　前記番組状態は、番組コンテンツの録画済、未録画、録画予約済み、未録画予約、受信
前のうち少なくとも１つを含む、
ことを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記基点番組関連情報生成手段は、基点番組関連情報ページ上で各関連情報についての
番組状態を表示する、
ことを特徴とする請求項６に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　前記基点番組関連情報生成手段は、基点番組関連情報ページ上で各関連情報についての
番組状態を表すアイコンを表示する、
ことを特徴とする請求項６に記載の情報処理装置。
【請求項９】
　前記基点番組関連情報ページの表示履歴を保存する、
ことを特徴とする請求項６に記載の情報処理装置。
【請求項１０】
　前記詳細操作画面提示手段は、選択された関連番組の番組状態が録画済である場合には
、操作方法として再生又は録画消去を提示する、
ことを特徴とする請求項６に記載の情報処理装置。
【請求項１１】
　前記詳細操作画面提示手段は、選択された関連番組の番組状態が録画予約済みである場
合には、操作方法として録画取消し又は予約確認を提示する、
ことを特徴とする請求項６に記載の情報処理装置。
【請求項１２】
　前記詳細操作画面提示手段は、選択された関連番組の番組状態が未録画予約である場合
には、操作方法として録画予約を提示する、
ことを特徴とする請求項６に記載の情報処理装置。
【請求項１３】
　前記詳細操作画面提示手段は、複数の録画予約方法を提示する、
ことを特徴とする請求項１２に記載の情報処理装置。
【請求項１４】
　予定時刻に従って配信される番組コンテンツに対する操作を支援する情報処理方法であ
って、各番組コンテンツに関する情報がデータベース管理されており、
　ユーザが再生中又は視聴中の番組コンテンツ、あるいは所定の番組表から選択した番組
コンテンツを基点番組に設定する基点番組設定ステップと、
　すべての番組状態の番組情報をデータベース検索して基点番組と関連する番組を抽出し
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、該抽出された関連番組からなる基点番組関連情報ページを生成する基点番組関連情報生
成ステップと、
　前記基点番組関連情報ページ上で関連番組が選択されたことに応答して、該関連番組に
ついて番組状態に応じて適用可能な操作方法を含んだ詳細操作画面を提示する詳細操作画
面提示ステップと、
を有することを特徴とする情報処理方法。
【請求項１５】
　予定時刻に従って配信される番組コンテンツに対する操作を支援するための処理をコン
ピュータ上で実行するようにコンピュータ可読形式で記述されたコンピュータ・プログラ
ムであって、前記コンピュータを、
　番組コンテンツに関する情報を管理する番組情報管理手段、
　ユーザが再生中又は視聴中の番組コンテンツ、あるいは所定の番組表から選択した番組
コンテンツを基点番組に設定する基点番組設定手段、
　すべての番組状態の番組情報を検索して基点番組と関連する番組を抽出し、該抽出され
た関連番組からなる基点番組関連情報ページを生成する基点番組関連情報生成手段、
　前記基点番組関連情報ページ上で関連番組が選択されたことに応答して、該関連番組に
ついて番組状態に応じて適用可能な操作方法を含んだ詳細操作画面を提示する詳細操作画
面提示手段、
として機能させるためのコンピュータ・プログラム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、コンテンツの記録や再生などの処理を行なう情報処理装置及び情報処理方法、
並びにコンピュータ・プログラムに係り、特に、テレビ番組の録画、録画予約、再生など
のコンテンツ処理を支援する情報処理装置及び情報処理方法、並びにコンピュータ・プロ
グラムに関する。
【０００２】
さらに詳しくは、本発明は、受動的に楽しむというテレビ番組視聴の性格を考慮してテレ
ビ番組の検索や録画予約、再生などのコンテンツ操作を支援する情報処理装置及び情報処
理方法、並びにコンピュータ・プログラムに係り、特に、テレビ番組の視聴から喚起され
たユーザの関心を損なうことなくテレビ番組の検索や録画予約、再生などのコンテンツ操
作を支援する情報処理装置及び情報処理方法、並びにコンピュータ・プログラムに関する
。
【０００３】
【従来の技術】
放送の技術分野において、データのディジタル化が急速に進められている。これは、ディ
ジタル・データの方がアナログ・データよりも帯域を効率よく利用でき高画質化・高音質
化を図ることができる点や、映像や音声以外のデータとの親和性が高い点などに依拠する
。
【０００４】
放送コンテンツがディジタル・データであれば、１チャンネルで４本分のデータを搬送す
ることができ、ハイビジョン用のデータをそのまま送信することができることから、サー
ビスの高度化や多様化をもたらす。例えば、ＥＰＧ（Ｅｌｅｃｔｒｉｃ Ｐｒｏｇｒａｍ 
Ｇｕｉｄｅ：電子番組ガイド）など各種のシステム情報などを映像情報や音声情報ととも
に送ることによって、ユーザ（視聴者）へのサービスを向上させることができる（ＥＰＧ
は、放送番組の放送スケジュールや番組名などの提示情報の他、ＶＴＲへの録画予約など
の機能を包含する）。
【０００５】
また、ディジタル形式のデータは、汎用コンピュータ・システムなどテレビジョン以外の
情報機器との親和性も高いことから、ディジタル放送により放送と通信の融合が期待され
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る。例えば、汎用コンピュータ・システムにディジタル衛星データ放送用チューナ・カー
ドを取り付けて、受信したＥＰＧデータをコンピュータ内で解析して、電子番組表をコン
ピュータ・ディスプレイ上にウィンドウ表示して、番組切換や録画予約などをマウス・カ
ーソルによる操作で実現することができる。勿論、ディジタル放送データをコンピュータ
の内蔵ハード・ディスクにそのままディジタル録画することも可能である。また、コンピ
ュータ・ネットワークを利用した受信クライアントと放送局間のアッパーリンクにより、
双方向のサービスを展開することができる。
【０００６】
また、最近では、ハード・ディスク装置やＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ
　Ｄｉｓｃ）レコーダなどの大容量ストレージを搭載した受信機（テレビやビデオ録画再
生装置）を使用し、放送コンテンツを受信し一旦受信機内に蓄積してから再生するという
、サーバ型の放送システムが普及してきている。
【０００７】
サーバ型放送システムによれば、通常のテレビ受像のようなリアルタイムで視聴するだけ
でなく、あらかじめ映像や音声を配信しておき、指定した時刻から視聴できるようにした
り、同時に配信される情報などを利用してシーン検索やダイジェスト視聴を行なったりす
ることが可能となる。
【０００８】
ところで、ＨＤＤレコーダやＤＶＤレコーダなどの数十時間分にも及ぶ番組録画が可能な
システムにおいては、効率的な録画予約操作を行なうことが、有益な視聴活動を送る上で
重要であると思料される。
【０００９】
例えば、ユーザは、番組に付随して配信されるＥＰＧを参照して、見たい番組を特定また
は推定することができる。しかしながら、この場合、ユーザはまずＥＰＧを起動し、ＥＰ
Ｇ画面上で見たい番組を検索して、その選択を行なうという煩雑な操作を行なわなければ
ならない。
【００１０】
例えば、録画した番組（あるいは現在オンエア中の番組）を視聴している際に喚起された
関心に基づいて、次回の放送番組や、同じ出演者の他の出演番組など、視聴中の番組と関
連性の強い番組を探して録画しようとすると、ＥＰＧ画面を起動して、多くの番組の中か
ら曜日やチャネルを基に探し出すか、又はタイトルや出演者名による検索を行なわなけれ
ばならない。この場合、ユーザは、番組の視聴を中断し、録画番組の検索作業を行なわな
ければならない。また、番組の公式ウェブ・サイトにおいて番組関連情報が提供されるこ
とが多いが、詳細情報を閲覧するためには、ウェブ・ブラウザを起動してＵＲＬを入力す
るという煩雑な操作を行なわなければならない。
【００１１】
テレビ番組の視聴は、本来、受動的に楽しむという性格を持つ。これに対し、録画予約番
組の検索は積極的な操作をユーザに求めるものであり、番組の視聴から喚起された関心を
検索操作中に損なってしまう。
【００１２】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の目的は、テレビ番組の録画、録画予約、再生などのコンテンツ処理を好適に支援
することができる、優れた情報処理装置及び情報処理方法、並びにコンピュータ・プログ
ラムを提供することにある。
【００１３】
本発明のさらなる目的は、受動的に楽しむというテレビ番組視聴の性格を考慮してテレビ
番組の検索や録画予約、再生などのコンテンツ操作を好適に支援することができる、優れ
た情報処理装置及び情報処理方法、並びにコンピュータ・プログラムを提供することにあ
る。
【００１４】
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本発明のさらなる目的は、テレビ番組の視聴から喚起されたユーザの関心を損なうことな
くテレビ番組の検索や録画予約、再生などのコンテンツ操作を好適に支援することができ
る、優れた情報処理装置及び情報処理方法、並びにコンピュータ・プログラムを提供する
ことにある。
【００１５】
【課題を解決するための手段及び作用】
本発明は、上記課題を参酌してなされたものであり、その第１の側面は、予定時刻に従っ
て配信される番組コンテンツに対する操作を支援する情報処理装置であって、
番組コンテンツに関する情報を管理する番組情報管理手段と、
操作上の基点番組を設定する基点番組設定手段と、
すべての番組状態の番組情報を検索して基点番組と関連する番組を抽出し、該抽出された
関連番組からなる基点番組関連情報ページを生成する基点番組関連情報生成手段と、
前記基点番組関連情報ページ上で関連番組が選択されたことに応答して、該関連番組につ
いて番組状態に応じて適用可能な操作方法を含んだ詳細操作画面を提示する詳細操作画面
提示手段と、
を具備することを特徴とする情報処理装置である。
【００１６】
ここで、前記基点番組設定手段は、ユーザが再生中又は視聴中の番組コンテンツ、あるい
は所定の番組表から選択した番組コンテンツを基点番組に設定する。そして、前記基点番
組関連情報生成手段は、基点番組との関連度に基づいて項目毎に基点番組と関連する番組
を検索し、該検索結果を基点番組との関連度の強い項目の順に関連番組を配置して基点番
組関連情報ページを生成する。ユーザは、ブラウザを起動して、基点番組関連情報ページ
を閲覧して、基点番組に関連する番組に対して録画予約などの操作を行なうことができる
。
【００１７】
したがって、本発明によれば、ユーザが現在視聴又は再生している番組を基点とし、これ
に関連する他の番組を関連度の強い順に紹介するので、テレビ番組の視聴から喚起された
ユーザの関心を損なうことなくテレビ番組の検索や録画予約、再生などのコンテンツ操作
を好適に支援することができる。すなわち、受動的に楽しむというテレビ番組視聴の性格
を考慮して、テレビ番組の検索や録画予約、再生などのコンテンツ操作を好適に支援する
ことができる。
【００１８】
それぞれの番組コンテンツは、番組コンテンツの録画済、未録画、録画予約済み、未録画
予約、受信前など複数の番組状態を持つ。本発明によれば、基点番組関連情報ページ上で
関連番組が選択されたことに応答して該関連番組についての詳細操作画面を提示するよう
になっている。この詳細操作画面では番組状態に応じて適用可能な操作方法が提供される
ので、ユーザは、番組コンテンツの視聴・再生や録画予約などの操作を円滑に行なうこと
ができる。
【００１９】
例えば、選択された関連番組の番組状態が録画済みである場合には、前記詳細操作画面提
示手段は、操作方法として再生、及び／又は録画消去を提示するようにしてもよい。
【００２０】
あるいは、選択された関連番組の番組状態が録画予約済みである場合には、前記詳細操作
画面提示手段は、操作方法として録画取消し及び／又は予約確認を提示するようにしても
よい。
【００２１】
あるいは、選択された関連番組の番組状態が未録画予約である場合には、前記詳細操作画
面提示手段は、操作方法として録画予約を提示するようにしてもよい。ここで、「今回の
み録画」、「毎週録画」、「毎日録画」などのように、複数の録画予約方法を提示するよ
うにしてもよい。
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【００２２】
　また、本発明の第２の側面は、予定時刻に従って配信される番組コンテンツに対する操
作を支援するための処理をコンピュータ・システム上で実行するようにコンピュータ可読
形式で記述されたコンピュータ・プログラムであって、各番組コンテンツに関する情報が
データベース管理されており、前記コンピュータ・システムに対し、
　操作上の基点番組を設定する基点番組設定手順と、
　すべての番組状態の番組情報をデータベース検索して基点番組と関連する番組を抽出し
、該抽出された関連番組からなる基点番組関連情報ページを生成する基点番組関連情報生
成手順と、
　前記基点番組関連情報ページ上で関連番組が選択されたことに応答して、該関連番組に
ついて番組状態に応じて適用可能な操作方法を含んだ詳細操作画面を提示する詳細操作画
面提示手順と、
を実行させることを特徴とするコンピュータ・プログラムである。
【００２３】
本発明の第２の側面に係るコンピュータ・プログラムは、コンピュータ・システム上で所
定の処理を実現するようにコンピュータ可読形式で記述されたコンピュータ・プログラム
を定義したものである。換言すれば、本発明の第２の側面に係るコンピュータ・プログラ
ムをコンピュータ・システムにインストールすることによって、コンピュータ・システム
上では協働的作用が発揮され、本発明の第１の側面に係る情報処理装置と同様の作用効果
を得ることができる。
【００２４】
本発明のさらに他の目的、特徴や利点は、後述する本発明の実施形態や添付する図面に基
づくより詳細な説明によって明らかになるであろう。
【００２５】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照しながら本発明の実施形態について詳解する。
【００２６】
図１には、放送局において、放送コンテンツを送出するためのシステム構成を模式的に示
している。同送信システム１は、制作部１００と、送出部２００と、伝送部３００とで構
成される。以下、各部について説明する。
【００２７】
制作部１００は、ディジタル放送コンテンツとして送出する放送番組情報の各コンテンツ
を制作する現場に相当する。すなわち、制作部１００は、放送番組を構成するビデオやオ
ーディオなどの個別ストリーム、字幕などのデータ、さらには、ＥＰＧなどの各リソース
要素を制作する。
【００２８】
ビデオやオーディオなどの個別ストリームからなる番組本編と番組情報からなるこれら放
送コンテンツは、例えば、放送局１内に敷設されたＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ Ａｒｅａ Ｎｅｔ
ｗｏｒｋ）経由で、送出部２００に転送される。
【００２９】
送出部２００では、コンテンツ送信系２０１、ベースバンド制御系２０２及びＡＶエンコ
ーダ２０３、字幕スーパ挿入２０４の各々によって送出データがパケット化されて、伝送
部３００に渡す。
【００３０】
伝送部３００では、番組情報はマルチメディア符号化部３０１において符号化されてコン
テンツ伝送系３０２に渡される。合成部３０４は、コンテンツ伝送系３０２及びＡＶ字幕
スーパ伝送系３０３の各々の出力データを合成する。そして、変調部３０５では、合成信
号をＲＦ変調して、ＲＦ伝送路を介して受信局１０へ向けて送信する。
【００３１】
ＲＦ伝送路では、ＲＦ信号は、まず、放送局１に設置された送信アンテナから放送衛星５
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へ送信され、次いで、伝搬路を経由して受信機１０の受信アンテナで受信される。
【００３２】
図２には、放送コンテンツを受信して録画並びに録画予約を行なう受信機１０のハードウ
ェア構成例を模式的に示している。
【００３３】
受信機１０内では、メイン・コントローラとしてのＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ Ｐｒｏｃｅ
ｓｓｉｎｇ Ｕｎｉｔ）１１は、バス５０を介して各ハードウェア・コンポーネントと相
互接続して、各コンポーネントに対して統括的な制御を実行するようになっている。以下
、各部について説明する。
【００３４】
アンテナ（図示しない）で受信された放送波は、チューナ５１に供給される。放送波は、
規定のフォーマットに従うが、上記した衛星放送用の放送波以外に、有線放送波や地上波
でもよく、特に限定されない。
【００３５】
チューナ５１は、ＣＰＵ１１からの指示に従い、所定チャネルの放送波のチューニングす
なわち選局を行ない、後続の復調器５２に受信データを出力する。復調器５２では、ディ
ジタル変調されている受信データを復調する。なお、送信されてくる放送波がアナログか
ディジタルかに応じて、チューナ１１の構成を適宜変更又は拡張することができる。
【００３６】
復調されたディジタル・データは、例えばＭＰＥＧ２方式で圧縮されたＡＶデータと番組
情報とが多重化されて構成されるトランスポート・ストリーム（ＴＳ）である。前者のＡ
Ｖデータは、放送番組本体を構成する映像及び音声情報、並びに字幕データで構成される
。また、後者の番組情報は、この放送番組本体に付随するデータであり、ＥＰＧや番組の
録画予約に利用される。
【００３７】
ＴＳデコーダ５３は、このトランスポート・ストリームを解釈して、ＭＰＥＧ２方式で圧
縮されているＡＶデータと番組情報に分離して、前者をＡＶデコーダ５４に送出するとと
もに、後者をバス５０経由でＣＰＵ１１に送信する。ＴＳデコーダ５３は、作業データ保
管用のメモリ５３Ａを自己のローカルに備えていてもよい。
【００３８】
ＡＶデコーダ５４は、ＭＰＥＧ２方式で圧縮されたリアルタイムＡＶデータをＴＳデコー
ダ５３から受け取ると、圧縮映像データと圧縮音声データとに分離する。そして、映像デ
ータに対してはＭＰＥＧ２方式に従い伸長処理して元の映像信号を再生し、音声データに
対してはＰＣＭ（Ｐｕｌｓｅ Ｃｏｄｅ Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）デコードした後に付加音
と合成して再生音声信号とする。ＡＶデコーダ５４は、作業データ保管用のメモリ５４Ａ
を自己のローカルに備えていてもよい。再生映像信号は、マルチプレクサ５５Ｂを介して
ディスプレイ６１に表示出力され、また、再生音声信号は、マルチプレクサ５５Ａを介し
てスピーカ６２に音声出力される。あるいは、録画予約されている番組の放送コンテンツ
に関しては、圧縮映像データと圧縮音声データを伸張せず、バス５０経由でハード・ディ
スク装置１７に転送して、一旦記録する。この場合、視聴時には、ハード・ディスク装置
１７から読み出された後改めてＡＶでコーダ５４にて伸張処理し再生出力する。
【００３９】
ユーザ・インターフェース制御部５６は、ユーザからの入力操作を処理するモジュールで
あり、例えば、ユーザが直接マニュアル操作するための操作ボタン／スイッチ（図示しな
い）や、赤外線（ＩＲ）などを介したリモコン６６からの遠隔操作を受容する機能を備え
ている。また、現在の設定内容を表示するための表示パネルやＬＥＤインジケータ（図示
しない）を含んでいてもよい。ユーザは、リモコン６６並びにユーザ・インターフェース
制御部５６を介して、放送番組の選局や、録画、録画予約、再生、録画番組の消去などの
操作を行なうことができる。
【００４０】
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ＣＰＵ１１は、受信機１０全体の動作を統括するメイン・コントローラである。また、Ｃ
ＰＵ１１は、バス５０経由で転送されてくる番組情報に関する録画、録画予約、再生など
の処理を行なうことができる。
【００４１】
ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ Ａｃｃｅｓｓ Ｍｅｍｏｒｙ）１２は、ＣＰＵ１１の実行プログラ
ム・コードをロードしたり、実行プログラムの作業データを書き込んだりするために使用
される、書き込み可能な揮発性メモリである。また、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ Ｏｎｌｙ Ｍｅｍ
ｏｒｙ）１３は、受信機１０の電源投入時に実行する自己診断及び／又は初期化プログラ
ムや、ハードウェア操作用のマイクロコードを恒久的に格納する読み出し専用メモリであ
る。
【００４２】
シリアル入出力（ＳＩＯ）コントローラ１４は、受信機１０の外部機器とシリアル的なデ
ータ交換を行なうための周辺コントローラである。ＳＩＯコントローラ１４が用意するシ
リアル・ポートには、アナログ電話回線上の伝送データを変復調するための高速モデム６
３が外部接続されている。この高速モデム６３によって所定のアクセス・ポイント（図示
しない）にＰＰＰ（Ｐｏｉｎｔ－ｔｏ－Ｐｏｉｎｔ Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）接続（又はその
他の形式で接続）することで、受信機１０は広域ネットワークとしてのインターネット７
に接続され、放送局へのアッパーリンクを形成することができる。
【００４３】
ＩＥＥＥ（Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ ｏｆ Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ ａｎｄ Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉ
ｃｓ Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ：米国電気電子技術者協会）１３９４インターフェース１５は
、数１００ＭＢｐｓ程度のデータ送受信が可能なシリアル高速インターフェースである。
ＩＥＥＥ１３９４ポートには、ＩＥＥＥ１３９４対応の外部機器をデイジーチェーン接続
又はツリー接続することができる。ＩＥＥＥ１３９４対応機器としては、例えば、ビデオ
・カメラ６４やスキャナ（図示しない）などが挙げられる。
【００４４】
ハード・ディスク・ドライブ（ＨＤＤ）１７は、プログラムやデータなどを所定フォーマ
ットのファイル形式で蓄積するための外部記憶装置であり、数十～数脚ＧＢ程度の比較的
大容量を持つ。ＨＤＤ１７は、ハード・ディスク・インターフェース１８を介してバス５
０に接続される。本実施形態では、ＨＤＤ１７は、受信した放送番組の録画・録画予約や
再生、番組の関連情報の蓄積などのために利用される。
【００４５】
カード・インターフェース１８は、カード・スロット１９に装填されたカード型デバイス
６５とバス５０との間でのバス・プロトコルを実現するための装置である。カード型デバ
イス６５の一例は、クレジットカード・サイズでカートリッジ式に構成されたＰＣカード
である。ＰＣカードは、ＰＣＭＣＩＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ Ｃｏｍｐｕｔｅｒ Ｍｅｍｏｒ
ｙ Ｃａｒｄ Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）及びＪＥＩＤＡ（Ｊａｐａ
ｎ Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ Ｉｎｄｕｓｔｒｙ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ Ａｓｓｏｃｉａｔ
ｉｏｎ）が共同で策定した仕様"ＰＣ　Ｃａｒｄ　Ｓｔａｎｄａｒｄ"に準拠する。
【００４６】
表示コントローラ５７は、データ放送コンテンツに基づく放送番組情報などの表示出力を
制御するための専用コントローラである。
【００４７】
この受信機１０は、ユーザ・インターフェース制御部５６を介したユーザ入力コマンドに
従って、チューナ５１の選局動作を制御するとともに、番組情報の表示制御などが行なわ
れる。すなわち、ＣＰＵ１１は、ＴＳデコーダ５３から転送されてきた番組情報を処理し
て、表示用のデータに変換して表示コントローラ５７に供給する。表示コントローラ５７
は、この表示データを基に番組情報の画像信号を生成し、マルチプレクサ５５Ｂに供給す
る。
【００４８】
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また、ＣＰＵ１１は、番組情報に含まれる音声データも処理して、これをバス５０経由で
マルチプレクサ５５Ａに供給する。マルチプレクサ５５Ａ及び５５Ｂは、ＣＰＵ１１から
供給された表示用データと音声データの各々を、ＡＶデコーダ５４から出力される放送番
組本体としての映像データ及び音声データ（並びに字幕）と多重化して、ディスプレイ６
１とスピーカ６２の各々に外部出力するようになっている。
【００４９】
さらに、ＣＰＵ１１は、受信した放送番組の再生動作並びに録画・録画予約動作、録画番
組の消去動作を行なう。
【００５０】
本実施形態では、番組の視聴から喚起されたユーザの関心を覚ますことなく、視聴中の番
組に関連する情報を与え、次の録画予約操作へと円滑に導くようになっている。これは、
番組情報を管理する放送局又は放送局と連携するセンター・サーバ（以下、単に「センタ
ー」とする）と、ユーザ側の受信機端末１０（以下、単に「端末」とする）との協働的動
作によって実現される。図３には、そのシステム構成を模式的に示している。
【００５１】
センター５００側は、放送番組本編のコンテンツやこれに付随するＥＰＧなどのコンテン
ツ・メタデータを格納する番組／コンテンツ・メタデータ・データベース５０１と、ユー
ザ毎の端末における視聴又は録画／録画予約している番組状態の情報を管理する各端末状
態データベース５０２と、番組／コンテンツ・メタデータ及び端末状態に基づいて番組関
連情報ページを生成し端末側に提供するページ生成／表示サーバ５０３とで構成される。
番組関連情報ページの詳細については、後述に譲る。
【００５２】
一方、端末６００側は、受信した放送番組を録画・録画予約並びに再生などの処理を行な
う録画再生処理部６０１と、受信した放送コンテンツや放送コンテンツに付随して配信さ
れるＥＰＧなどのメタデータを機器内で管理する番組／コンテンツ機器内メタデータ・デ
ータベース６０２と、センター５００から提供される番組関連情報ページを表示し閲覧に
供するためのページ表示ブラウザ６０３とを備えている。このような機能構成は、実際に
は、ＣＰＵ１１上で所定の番組関連情報検索・閲覧アプリケーションを実行することによ
って具現化される。
【００５３】
録画再生処理部６０１は、録画番組の再生中やオンエア番組の視聴中にユーザがリモコン
６６のボタンを押すなど所定の操作が行なわれたことに応答して、番組ＩＤをページ表示
ブラウザ６０３に渡す。また、番組／コンテンツ機器内メタデータ・データベース６０２
は、端末６００内で番組状態が変化したことに応答して、番組情報を随時センター５００
へ送信する。なお、番組ＩＤでなく、ボタンを押したときの放送日と放送時点の時刻、放
送局名と放送地域名又は放送局ＩＤをセンターへ転送し、コンテンツ・メタデータ・デー
タベース５０１を検索し、基点番組の同定を行なってもよい。
【００５４】
ページ表示ブラウザ６０３は、センター５００に対して、番組関連情報ページを要求する
。番組関連情報ページには番組ＩＤが含まれている。センター５００側では、番組／コン
テンツ・メタデータ及び端末状態に基づいて番組関連情報ページを生成して、端末６００
に返信する。そして、ページ表示ブラウザ６０３は、番組関連情報ページを表示して、ユ
ーザの閲覧に供する。
【００５５】
本実施形態では、リモコン６６に対するユーザ操作などに応答して、番組関連情報の提示
処理が起動される。このとき、再生中の録画番組、あるいは視聴中のオンエア番組を基点
として、基点番組を扱う番組関連情報が生成される。以下では、これを「基点番組関連情
報」と呼ぶ。
【００５６】
センター５００側の番組／コンテンツ・メタデータ・データベース５０１では、放送番組
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毎の情報を、「次回放送予定」、「出演者」、「タイトル」、「ジャンル」などの番組属
性やその他の番組関連付け方法を複数の項目に分けて管理している。また、各項目には番
組との関連度が割り当てられている。例えば、次回放送予定が番組との最も関連度が高い
、出演者、タイトル、ジャンルの順に番組との関連度が強い、といった具合である。そし
て、各項目毎に基点番組と関連する番組についてデータベース検索が行なわれる。本実施
形態では、データベース中の過去及び未来すなわち時間軸上のすべての番組を検索対象と
する。過去のテレビ番組に関しては、視聴可能すなわち録画済みのものが検索対象となる
。また、未来のテレビ番組に関しては、録画予約済み、未録画予約という２通りの番組状
態を持っている。
【００５７】
基点番組関連情報ページは、このデータベース検索結果に基づいて、基点番組との関連度
の強い項目の順にヒットした関連番組を配置して構成され、ブラウザ画面として表示出力
される。
【００５８】
図３に示す例では、センター５００と端末６００の協働的動作によって基点番組関連情報
ページが生成される。これに対し、図１３に示すように、センター５００側が単独で基点
番組関連情報ページを生成するようにしてもよい。但し、この場合、端末６００は、端末
６００内で番組状態が変化するたびに随時メタデータをセンター５００に送信する。ある
いは、図１４に示すように、端末６００内で基点番組関連情報ページを生成するようにし
てもよい。但し、この場合、センター５００は、基点番組関連情報ページの素データとな
る番組／コンテンツ・メタデータを定期的に配信するようにする。
【００５９】
基点番組関連情報ページは、このデータベース検索結果を、基点番組との関連度の強い項
目の順に配置して、表示出力する。そして、基点番組関連情報ページ上では、該当する関
連番組は、録画済み、録画予約済み、未録画予約などの番組状態に応じて表示が切り替え
られるとともに、当該番組に対する操作内容が相違してくる（後述）。
【００６０】
以下の表１には、基点番組との関連付け方法をまとめている。
【００６１】
【表１】

【００６２】
基点番組との関連付け方法として、番組（商品）属性、管理者による定義などを例示する
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ことができる。
【００６３】
番組（商品）属性は、「次回放送予定」、「出演者関連番組」、「ジャンル関連番組」、
などの項目に細分される。「次回」すなわち次回放送予定番組は、日時（又は曜日）、タ
イトル、放送局、直近、翌日同時間帯、翌週の同時間帯などに基づいて検索することがで
きる。「出演者関連」の他の番組は、出演者や番組内容からの人名を抽出し、これに基づ
いて検索することができる。「ジャンル関連番組」は、ジャンル情報に基づいて検索する
ことができる。類似番組は、番組の属性間の類似度に基づいて検索することができる。
【００６４】
図４には、基点番組を入力する様子と、基点番組関連情報ページの構成を示している。ま
た、図５には、基点番組関連情報ページを提供するための処理手順をフローチャートの形
式で示している。
【００６５】
まず、基点番組の入力が行なわれる（ステップＳ１）。録画番組を視聴中にリモコン６６
の所定のボタンを押すと、再生中の番組が基点番組に設定される。あるいは、録画番組の
再生を停止したとき又は再生が終了したときにも、当該番組が基点番組として設定される
。
【００６６】
また、オンエア番組を視聴中にリモコン６６の所定のボタンを押したとき、あるいは番組
が終了したときに、当該番組が基点番組として設定される。
【００６７】
また、ＥＰＧを起動して番組表を閲覧中に、所定の番組欄をリモコン６６などで操作する
と、該当する番組が基点番組として設定される。
【００６８】
基点番組が設定されると、その番組ＩＤが端末６００からセンター５００へ転送される（
ステップＳ２）。番組ＩＤでなく、ボタンを押したときの放送日と放送時点の時刻、放送
局名と放送地域名または放送局ＩＤをセンターへ転送し、コンテンツ・メタデータ・デー
タベース５０１を検索し、基点番組の同定を行なってもよい。
【００６９】
センター５００では、所定の検索ルール（表２を参照のこと）に従って番組／コンテンツ
・メタデータ・データベース５０１を検索し、検索結果に基づいて基点番組関連情報ペー
ジを生成する。但し、データベース中の過去及び未来すなわち時間軸上のすべての番組を
検索対象とする。
【００７０】
番組／コンテンツ・メタデータ・データベース５０１では、放送番組毎の情報を、番組属
性やその他の番組関連付け方法を複数の項目に分けて管理している。また、各項目には番
組との関連度が割り当てられている。まず、各項目について基点番組と関連する番組につ
いてデータベース検索が行なわれる（ステップＳ３）。但し、データベース中の過去及び
未来すべての番組を検索対象とする。
【００７１】
次いで、番組／コンテンツ・メタデータ・データベース５０１の検索結果を、基点番組と
の関連度の強い項目の順に配置して（ステップＳ４）、基点番組関連情報ページを生成す
る（ステップＳ５）。
【００７２】
生成された基点番組関連情報ページは、端末６００へ返信される。端末６００側では、ブ
ラウザを起動して基点番組関連ページが表示出力される（ステップＳ６）。このページ画
面上では、基点番組に関連する番組情報が表示され、その録画予約やその他のユーザ操作
が受容される。
【００７３】
基点番組関連情報ページでは、基点番組を基に、「次回放送予定」、「出演者」、「タイ
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トル」、「ジャンル」といった具合に、関連度が高く設定されている項目の順にお薦め番
組のリストが表示される。また、この他、基点番組に関する統計結果（視聴率、投票結果
など）や、コミュニティ・サイトなどへの誘導、基点番組を扱う他のアプリケーションへ
のリンクなども、基点番組関連情報ページに表示することができる。
【００７４】
次回放送予定欄では、基点番組の次回放送予定が日時や番組タイトルとともに提示されて
いる。
【００７５】
また、関連番組欄では、出演者、タイトル、ジャンルという具合に、番組との関連度の高
い項目がより上位となるに関連番組欄が配列されている。画面をスクロールしていくこと
によって、関連度がより低く設定されている下位の項目の関連番組欄に移動していく（図
示しない）。基点番組との関連殿強い順に表示することで、ユーザの閲覧選択の利便性が
よくなる。
【００７６】
出演者関連番組欄には、基点番組の（主要な）出演者が出演する他の番組が放送日時や番
組タイトルとともに提示されている。タイトル関連番組欄には、基点番組のタイトルに関
連する他の番組が放送日時や番組タイトルとともに提示されている。これら関連番組欄の
番組リストでは、既に録画予約されている番組には録画予約済みアイコンを表示して、重
複して予約録画操作しないように施してもよい。また、出演者間あるいは項目間で同じ番
組が同時にエントリされるような場合には、一方の欄から番組情報を削除してより多くの
番組情報を表示できるようにしてもよい。
【００７７】
関連番組欄において、番組／コンテンツ数が多い場合は、ユーザの嗜好との一致度の高い
順や、基点番組の放送日時から近いものか遠いもの順、基点番組関連ページの表示日時か
ら近いものか遠いもの順、視聴率情報や投票による複数ユーザによる評価順などで、絞り
込むようにしてもよい。
【００７８】
図４に示す例では、基点番組関連情報ページ上には、次回放送予定と、当該番組の出演者
毎の関連番組が表示されている。出演者の配列は、例えば当該基点番組における、出演者
の配役の軽重（主役か脇役か）、あるいはユーザの関心度（ファンかそうでないか）など
に基づいて決定される。
【００７９】
本実施形態では、データベース中の過去及び未来すべての番組を検索対象とする。過去の
テレビ番組に関しては、視聴可能すなわち録画済みのものが検索され、ページに表示され
る。また、未来のテレビ番組に関しては、録画予約済み、未録画予約という２通りの番組
状態を持つ。基点番組関連情報ページ上では、関連番組が録画済み、録画予約済みである
場合には、その番組状態を示すアイコンが併せて表示される。
【００８０】
また、シリーズ番組の複数の出演者に対し、同じ番組が検索される複数回表示される場合
などは、ページの上位にのみに表示し、限られた画面サイズ内でなるべく多くの関連番組
が表示されるようにしても良い。また、ページ上で下位の出演者又は別の関連において、
検索該当番組数が少ない場合、該出演者に重複番組を表示し各関連での番組数を一定とす
るように表示しても良い。
【００８１】
基点番組として設定された番組の関連に該当する番組数が少ない場合には、管理者が設定
する関連コンテンツの数を増やし、逆の場合は減らし、必ず一定量の情報が表示されるよ
うにページを生成するようにしてもよい。
【００８２】
なお、基点番組関連ページにおける関連種類と順序については、基点番組のジャンルなど
、属性に応じて切り替えるようにしてもよい。また、基点番組関連ページにおける関連種
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類と順序を、要求元ユーザの嗜好情報に基づいてカスタマイズしてもよい。
【００８３】
基点番組関連情報ページ上に表示されている関連番組には、当該番組に対して適用される
操作方法が埋め込まれている。例えば、「次回放送予定」などのお薦め番組リストのエン
トリを選択すると、当該番組の概要や、「今回のみ録画」、「毎回録画」、「毎日録画」
などの番組に対する操作方法を含んだダイアログすなわち詳細予約画面が出現する。この
ダイアログすなわち詳細予約画面を介して、録画の予約操作を直接行なうことができる。
【００８４】
図６には、図４に示した基点番組関連情報ページ上で「次回放送予定」（又は未録画予約
の関連番組）を選択したときの、詳細予約画面の構成例を示している。図４に示す例では
、次回放送予定の番組は録画予約が行なわれていないので、録画予約を操作方法として含
んでいる。
【００８５】
図６に示す詳細予約画面では、番組タイトルの表示、放送局並びに放送日時の表示、出演
者その他の番組内容表示、視聴率やその他の統計データ表示などからなる関連番組の詳細
情報が表示される。
【００８６】
番組の詳細情報表示に続いて、当該関連番組に対する操作コマンドが配置されている。図
示の例では、録画コマンドとして、「今回のみ録画」、「毎週録画」、「毎日録画」が用
意されている。
【００８７】
また、「この番組に投票」コマンドは、視聴者の統計データを採取するために用意されて
いるコマンドであり、これを選択すると、所定のＵＲＬによってリンクが設定されている
サイトに接続され、集計処理が行なわれる。
【００８８】
また、「この番組に関するおすすめを表示」コマンドは、当該関連番組を基点としたとき
のさらに関連する番組などの情報の取得処理が行なわれ、その処理結果は基点番組関連情
報ページという形式で出力される。この場合、基点番組がリモコン操作時（図４を参照の
こと）のものから次回放送予定に移動するが、基点番組の移動に関しては後述に譲る。
【００８９】
また、図７には、図４に示した基点番組関連情報ページ上で、録画済みとなっている関連
番組を選択したときの詳細操作画面（詳細再生画面）を示している。この場合の関連番組
は既に録画されているので、操作方法として当該関連番組の再生を含んでいる。
【００９０】
図７に示す詳細再生画面では、番組タイトルの表示、放送局並びに放送日時の表示、出演
者その他の番組内容表示、視聴率やその他の統計データ表示などからなる関連番組の詳細
情報が表示される。
【００９１】
番組の詳細情報表示に続いて、当該関連番組に対する操作コマンドが配置されている。図
示の例では、録画番組に対する操作コマンドとして「この番組を再生」コマンドが用意さ
れている。この他、録画したものを消去するコマンドをさらに用意しておいてもよい。
【００９２】
また、「この番組に投票」コマンドは、視聴者の統計データを採取するために用意されて
いるコマンドであり、これを選択すると、所定のＵＲＬによってリンクが設定されている
サイトに接続され、集計処理が行なわれる。
【００９３】
また、「この番組に関するおすすめを表示」コマンドは、当該関連番組を基点としたとき
のさらに関連する番組などの情報の取得処理が行なわれ、その処理結果は基点番組関連情
報ページという形式で出力される。この場合、基点番組が、リモコン操作時（図４を参照
のこと）のものから次回放送予定に移動する。
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【００９４】
図８には、図７に示した詳細操作画面上で、「この番組に関するおすすめを表示」コマン
ドを選択したことに応答して新たに生成された基点番組関連情報ページの表示例を示して
いる。この基点番組関連情報ページ上には、次回放送予定と、当該番組の出演者毎の関連
番組が表示されている。また、データベース中の過去及び未来すべての番組を検索対象と
する。過去のテレビ番組に関しては、視聴可能すなわち録画済みのものが検索され、ペー
ジに表示される。また、未来のテレビ番組に関しては、録画予約済み、未録画予約という
２通りの状態を持つ。基点番組関連情報ページ上では、関連番組が録画済み、録画予約済
みである場合には、その状態を示すアイコンが併せて表示される。
【００９５】
続いて、基点番組の移動について説明する。図４及び５に示した例では、再生中の録画番
組又は視聴中のオンエア番組をその時点でユーザの関心を最も引いている基点番組として
設定し、この基点番組との関連度に基づいて基点番組関連情報ページが生成される。した
がって、どの番組を基点として設定するかに応じて、ユーザに提示される基点番組関連情
報ページは相違する。
【００９６】
また、上述したように、ユーザは、基点番組関連情報ページ上で提示されている関連番組
に対して録画予約や、再生（但し予約済みの番組の場合）などの処理を適用することがで
きる。基点番組はユーザの関心を最も引いている番組として位置付けられるが、基点番組
関連情報ページ上で他の番組の録画予約や再生を指示した時点でユーザの関心は移り変わ
っていると推定されるので、基点番組を移行するのが相当であると考えられる。また、ユ
ーザが意図的に基点番組を移行させたい場合もある。以下では、基点番組の移行手順につ
いて説明する。
【００９７】
ある録画番組を再生中、又はオンエア番組を視聴中にリモコン６６上で所定のボタンを操
作することに応答して、基点番組関連情報ページが表示される。基点番組関連情報ページ
には、基点番組に関連する番組情報がリストされており、いずれかの関連番組を選択する
と、さらにこの関連番組に対して録画予約や再生などの処理の適用を指示する詳細操作画
面（図６を参照のこと）が出現する。図９には、この詳細操作画面上の操作を通じて基点
番組を移動させる手順の一例を示している。
【００９８】
基点番組関連情報ページ上で、例えば次回放送予定番組を選択すると、その番組について
の詳細予約画面がポップアップ表示される（図６を参照のこと）。ここで、予約動作の継
続をキャンセルすると基点番組は移動しないが、次回放送予定番組を予約すると、この予
約した番組に基点番組が移動する。この場合、次回放送予定番組を基点として、改めて各
項目毎に基点番組と関連する番組についてデータベース検索が行なわれ、このデータベー
ス検索結果を、基点番組との関連度の強い項目の順に配置して、表示出力する。
【００９９】
また、基点番組関連情報ページ上で、次回放送予定以外の関連番組（例えば、ドラマ／国
内ドラマ　関連番組）を選択すると、その番組についての詳細予約画面がポップアップ表
示される。ここで、予約動作の継続をキャンセルすると基点番組は移動しないが、次回放
送予定番組を予約すると、この予約した番組に基点番組が移動する。この場合、次回放送
予定番組を基点として、改めて各項目毎に基点番組と関連する番組についてデータベース
検索が行なわれ、このデータベース検索結果を、基点番組との関連度の強い項目の順に配
置して、表示出力する。
【０１００】
図９に示す基点移動方式によれば、録画予約を行なった番組が新たな基点番組となり、逐
次的に基点番組関連情報ページが表示される。すなわち、散策検索式に録画予約を進める
番組が変化するので、録画予約の幅が広がっていく。
【０１０１】
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なお、図９に示した散策検索式とは逆に、基点番組を移動させない基点固定式で基点番組
関連情報ページの制御を行なうこともできる。図１０には、基点固定式による基点番組の
制御動作の手順を示している。この場合、詳細予約画面上で予約操作を行なっても、必ず
同じ番組に基点が戻る。基点固定式によれば、予約操作によってお薦めされていた番組が
変わることがないので、お薦め番組の中に予約したい番組が複数あった場合の対応が容易
になる。
【０１０２】
また、図１１には、基点番組関連情報ページ上のお薦め番組の再生を指示したことに応答
して（但し番組を録画済であるとする）、基点番組を自動的に移動する手順の一例を示し
ている。基点番組関連情報ページ上で、録画済みの関連番組（例えば、次回番組）を選択
すると、その番組についての詳細再生画面がポップアップ表示される。ここで、再生動作
をキャンセルすると基点番組は移動しないが、再生動作が開始すると、この録画済み番組
に基点番組が移動する。この場合、再生番組を基点として、改めて各項目について基点番
組と関連する番組についてデータベース検索が行なわれ、このデータベース検索結果を、
基点番組との関連度の強い項目の順に配置して、表示出力する。
【０１０３】
図９や図１１に示したように基点番組の移動を許容した場合、その都度、古い基点番組関
連情報ページの内容が失われてしまう。しかしながら、ユーザによっては、以前の基点番
組関連情報ページを改めて閲覧したい、あるいは以前の基点番組関連情報ページの中で詳
細表示したい関連番組が未だ残っているという場合がある。
【０１０４】
このため、図１２に示すように、基点番組関連情報ページの表示履歴を保存しておく。さ
らに、基点番組関連情報ページ上に、表示中、前回表示、並びに前々回表示した基点番組
関連情報のリロードをそれぞれ指示する履歴ボタンを用意しておいてもよい。履歴ボタン
でなく、番組タイトルの一部を表示するタグを（例えばタスク・バー上に）表示履歴順に
並べて用意しておいても良い。
【０１０５】
［追補］
以上、特定の実施形態を参照しながら、本発明について詳解してきた。しかしながら、本
発明の要旨を逸脱しない範囲で当業者が該実施形態の修正や代用を成し得ることは自明で
ある。すなわち、例示という形態で本発明を開示してきたのであり、本明細書の記載内容
を限定的に解釈するべきではない。本発明の要旨を判断するためには、冒頭に記載した特
許請求の範囲の欄を参酌すべきである。
【０１０６】
【発明の効果】
以上詳記したように、本発明によれば、テレビ番組の録画、録画予約、再生などのコンテ
ンツ処理を好適に支援することができる、優れた情報処理装置及び情報処理方法、並びに
コンピュータ・プログラムを提供することができる。
【０１０７】
また、本発明によれば、受動的に楽しむというテレビ番組視聴の性格を考慮してテレビ番
組の検索や録画予約、再生などのコンテンツ操作を好適に支援することができる、優れた
情報処理装置及び情報処理方法、並びにコンピュータ・プログラムを提供することができ
る。
【０１０８】
また、本発明によれば、テレビ番組の視聴から喚起されたユーザの関心を損なうことなく
テレビ番組の検索や録画予約、再生などのコンテンツ操作を好適に支援することができる
、優れた情報処理装置及び情報処理方法、並びにコンピュータ・プログラムを提供するこ
とができる。
【０１０９】
それぞれの番組コンテンツは、番組コンテンツの録画済、未録画、録画予約済み、未録画
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予約、受信前など複数の番組状態を持つ。本発明によれば、基点番組関連情報ページ上で
関連番組が選択されたことに応答して該関連番組についての詳細操作画面を提示するよう
になっている。この詳細操作画面では番組状態に応じて適用可能な操作方法が提供される
ので、ユーザは、番組コンテンツの視聴・再生や録画予約などの操作を円滑に行なうこと
ができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】放送コンテンツを送出するためのシステム構成を模式的に示した図である。
【図２】放送コンテンツを受信して録画並びに録画予約を行なう受信機１０のハードウェ
ア構成例を模式的に示した図である。
【図３】番組の視聴から喚起されたユーザの関心を損なうことなく視聴中の番組に関連す
る情報を与えるシステムの機能構成を模式的に示した図である。
【図４】基点番組を入力する様子と、基点番組関連情報ページの構成を示した図である。
【図５】基点番組関連情報ページを提供するための処理手順を示したフローチャートであ
る。
【図６】詳細予約画面の構成例を示した図である。
【図７】詳細再生画面の構成例を示した図である。
【図８】図７に示した詳細操作画面上のコマンドを選択したことに応答して新たに生成さ
れた基点番組関連情報ページの表示例を示した図である。
【図９】詳細操作画面上の操作を通じて基点番組を移動させる手順の一例を示した図であ
る。
【図１０】基点番組を移動させない手順の一例を示した図である。
【図１１】基点番組関連情報ページ上のお薦め番組の再生を指示したことに応答して基点
番組を自動的に移動する手順の一例を示した図である。
【図１２】基点番組関連情報ページ上に基点番組関連情報のリロードを指示するボタンを
配置した様子を示した図である。
【図１３】基点番組関連情報ページを生成するための他のシステム構成例を示した図であ
る。
【図１４】基点番組関連情報ページを生成するための他のシステム構成例を示した図であ
る。
【符号の説明】
１…放送局（ディジタル放送データ送信システム）
１０…受信機
１１…ＣＰＵ
１２…ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ Ａｃｃｅｓｓ Ｍｅｍｏｒｙ）
１３…ＲＯＭ（Ｒｅａｄ Ｏｎｌｙ Ｍｅｍｏｒｙ）
１４…ＳＩＯコントローラ
１５…ＩＥＥＥ１３９４コントローラ
１６…ハード・ディスク・インターフェース
１７…ハード・ディスク・ドライブ（ＨＤＤ）
１８…カード・インターフェース，１９…カード・スロット
２０…バス・ブリッジ
２１…キーボード／マウス・コントローラ（ＫＭＣ）
２２…キーボード，２３…マウス
２４…ビデオ・コントローラ，２５…ＶＲＡＭ
３０…汎用コンピュータ・システム
３１…システム・バス（ＰＣＩバス）
４０…ディジタル・チューナ・カード
５０…バス，５１…チューナ，５２…復調器，
５３…ＴＳデコーダ５４…ＡＶデコーダ
５３Ａ，５４Ａ…ＲＡＭ（Random Access Memory）
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５５Ａ，Ｂ…マルチプレクサ（ＭＵＸ）
５６…ユーザ・インターフェース制御部
５７…表示コントローラ
５８…バス（ＰＣＩ）・インターフェース
６１…ディスプレイ，６２…スピーカ
６３…高速モデム，６４…ビデオ・カメラ
６５…メモリ・カード
６６…リモコン
１００…制作部
２００…送出部，２０１…コンテンツ送信系
２０２…ベースバンド制御系，２０３…ＡＶエンコーダ
３００…伝送部，３０１…マルチメディア符号化部
３０２…コンテンツ伝送部，３０３…ＡＶデータ伝送部
３０４…合成部，３０５…変調部

【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】
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